
陸軍の階級制度が知りたい！

下士官は、兵からの志願者や適任者から選ばれ、
伍長・軍曹・曹長の階級に分かれる。指揮官を補
佐し、兵を統率する責任があり、職業軍人として
判任官の身分を得る。士官は幹部で、尉官・佐官・
将官のランクがあり、士官学校卒業が一般的。士
官は高等官で、今日でいうところの「キャリア」
である。尉官と佐官は奏任官、少将・中将が勅任官、
大将は大臣などと同格の親任官であった。

国民学校を卒業した �� 才位の子たちが、所内にある青年学校で学びながら働いていました。

※「ぎしゅ」だと技師（ぎし）
と音が似ているので、「ぎて」

と呼んでいたそうです。

気になる！

技手
ぎ て

第二科第一班長
伴 繫雄少佐

第二科科長
山田 桜大佐

所長
篠田鐐中将
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児 玉 誉 士 夫
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昭 和 の フ ィ ク サ ー

昭 和 期 の 国 家 主 義 者 。 偽 札 の 中 国 本 土 で の 流 通
ル ー ト の 拠 点 ， 上 海 の 海 軍 の 御 用 商 社 「 萬 和 通
商 」 の 社 長 説 が あ る 。 同 じ く 上 海 に 「 児 玉 機 関 」
を 設 立 し 海 軍 の 戦 略 物 資 を 調 達 し て お り ， 日 中
戦 争 中 に 巨 万 の 富 を 築 き ， 戦 後 は そ れ を 元 手 に
自 由 党  鳩 山 一 郎 の パ ト ロ ン と な る な ど ， 現 役 ま
た は 次 期 総 理 大 臣 候 補 者 を 影 響 下 に 置 き ，「 昭 和
の フ ィ ク サ ー （ 黒 幕 ）」 と し て 政 治 の 世 界 で 保 守
合 同 の 橋 渡 し を し た り し て ， 現 在 の 自 由 民 主 党
結 党 に 関 与 し た と 言 わ れ て い る 。

日本が戦争に
なったとき

ー 軍 拡 の 時 代 と 秘 密 戦 ー

が

よくわかる
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関東軍

もとは日露戦争で得た租借地「関東州」
（遼東半島の先端部の旅順・大連を含
む地域で現在の東京都の約 1.5 倍の面
積）と南満州鉄道（鉄道の両幅 62m 
の範囲）の守備を建前に中国に派遣さ
れ，勢力圏内では「行政権」と「徴税権」
を与えられていた陸軍の軍隊組織。張
作霖爆死事件（1928），満州事変

（1931）は関東軍の独走によるものとさ
れており，これらにより関東軍の発言
力が強まった。

1937 年 8 月 14 日に改正された軍事
上の秘密を守るための法律。例えば
軍港，要塞などの軍事施設を故意で
なくとも撮影，模写する行為を処罰
の対象にすることができた。特に，
軍事秘密を探知，収集し，外国に漏
らしたとされた場合，最高刑は死刑
だった。

日本が戦争に
なったとき

軍機
保護法

1937 年 8 月 24 日に開始された国が主
導する国民運動。国民を戦争に協力さ
せるためにラジオや講演会などを通じ
て戦意高揚を図るとともに，貯蓄の奨
励，消費節約など政府の経済政策の実
践を国民に呼びかけた。

が

国民精神
総動員運動

よくわかる
用語集

参謀本部 陸軍の作戦立案の担当組織。

大本営

大日本国憲法下では，戦時には天皇
が軍隊を指揮することを定めていた。
そのため，戦時に限り「大本営」を
設置し，天皇が陸軍と海軍を率いた。
つまり，大本営が設置される＝戦時
体制に入っている，ということにな
る。

天皇の権限
（軍隊における）

宣戦布告

天皇は陸海軍を指揮し，軍隊の編制
や予算を定めるとなっていた。つま
り，作戦や人事を含むことを天皇が
全て決める，と定められていた。

国際的に「戦争状態である」という
ことを表明すること。

特務機関 中国，満州，シベリアなどで活動した
諜報・謀略機関のこと。

特高

特高警察のこと。今でいう公安警察の
役割に近く，特に「治安維持法」に関
する犯罪を取り締まった。それに伴い
民間の「共産主義的」思想も取り締ま
りの対象とした。

陸軍
中野学校

秘密戦要員養成の為の学校。1937 年
末に陸軍のスパイ養成機関の設置が
決定され，翌年 3 月に「防諜研究所」
として発足し，陸軍として初めての
秘密戦要員を教育した。これが「後
方勤務要員養成所」を経てのちに「陸
軍中野学校」となった。卒業生は「ヤ
マ機関」をはじめ，ソ連，中国，満
州など情報を収集する秘密戦戦士と
して海外の「特務機関」などで活躍
した。

臨時軍事費

「臨時軍事費特別会計」を指し，戦費の
根幹をなすもの。この設置は，国家財政
が，戦時状態に入ったことを意味し，会
計も国家予算の一般会計とは別になり，
支出項目の内容が詳らかでなくても予算
が通りやすく，軍事費を調達するのにか
なり融通が利いた。明治維新以降，「臨
時軍事費特別会計」は戦争状態になるた
びに設けられ，計 4 回設置された。

憲兵

憲兵の役割は本来，軍紀（軍隊の風紀
や規律）を取り締まることだったが，
これが在郷軍人（平時は民間で働いて
いるが，かつて陸海軍に勤務服役し戦
時には必要に召集される予備役，後備
役軍人など）のことも対象になった。
そのため，憲兵が在郷軍人を取り締ま
るという目的で民間も監視した。実際
には在郷軍人と一般人の線引きは困難
で，軍機保護法に関わる場合は一般市
民であっても憲兵が取り締まった。そ
の他，スパイの取り締まりも行った。

参考文献：
　　　　　　天皇機関説
主権は国家にあって天皇にはなく、天皇
は国家を代表する最高の機関にすぎない
とした学説。
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